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鋸 糖尿病性腎症と尿中カルかウム排溜観
(lL-l畑伸!与二言一十 '

千葉 泰17-(新潟東軍こ第-内科う
佃 ･L宣 パ′右卜里 -:L-日

払息排湛巌と血尿が予糖尿病性腎症と関係があるかを

瞭討した.く対褒こノ外来のN旧DM患者193名U)夜間

尿256検体で,尿路感染のある獲)齢ヲばか卜クレアチニン

がiJをこえるものは除外Lた,Ci3排胆濠はm蔽二軌′!威二rEう
で算出しチ糖尿病性腎症約程度は尿中アルブミン緋離農

圧沈下AE詑fg鰐l′ノ血豆扇で豪したAく結果)(真二)糖尿病群臼DM

群)と正常群でのC/a妾ぎ紺敷巌は,平均±SEが闇も0至7湖

と9射6±挽2であり予mM群で高値であ-)た(pく0.0日.

正常上限 ほ且Om蛋/窟CFe-正常欝の平均±2Sij)を超え

るものはDM群で36%を占めた書②さ吊こ持M群で

は,AE段のno㌻mo群と雨cm群で予Ca緋推量が

正常群に比し有為に高く,macm群では有意差はなかっ
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旦)偶然に発見された褐色細胞腫の旦例
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(新潟市民病院内科)

症例:67才予東▲性色主訴:左側嬢部′-左贋背部痛.既

経歴:63才,高血圧.左網膜剥離*家族歴:兄が糖尿病夕

現病歴:且粥9年u月3t]頃より左勝j腹部-左腔背部鈍

痛出現.i持葺は日当院内科受診中腹部ユニ1---にて右腎の

土二万に低エこ1-型随感を指摘された.且息月22日当院内科

入院｡時折,発作性の血圧上界が認めに凍た.眼底:右,

1川･LlTl.工 11＼＼■llil∴1豆川;′l〉Ⅰ､:阜町冊珊丑町甘

CTや血管造影:右腎の_打棒に腫癖が認めにjわた.内分

泌学的換変:尿中VMAは軽度噌讃粧 ノルアドレナリ

ンは尿中,血r~机二転著明に噌鉱 狛レカニty刺激試験:

著明才に甜菜三上界が認めどっれ,澄たヲ嘉訴と間接の痛みが

甘tL‖ 十.iJ.三十一,損色粧根神､1-予断.:■∴ ll:lt)tl:喜

受診した際,俄然に褐色細胞腫が発E邑された｡クルカ二才

ソ試験略に主訴と同様g)痛みが誘発されたことかLl',こ

の痛みは褐色細胞魔とは反対側であったが,膿藤との関

係が示唆された.

2)掠発煙副明太腺機能瓦進猛遷漫例の瞥真真珠的
検討
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当院では88年3jmこ血清C級値の正常値を設定しな

おして以発声表il準3状腺槻能先進症の発見が急増した｡今

回は過去損年間に病理組織学的に確認しえたM例につい

管,主に凍症の発見及び診断について観討Lた｡

弟夕中州エソダたして蔵に言息血症が数常であること

ばい∴r/立.;'=;工 血浴(lこ1畑‖i仁 上 i侶iti;＼1,トー高

値にて発施された症例転あを'3,血清ALP屯還費な手
がかりと思われた,




